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研究要旨 

各機関における自己点検自己評価表の作成は、厚生労働省関係機関における遵守状況

を把握し、改めて各機関における遵守意識を高めることを促すとともに、今後の効率的か

つ効果的な基本指針遵守に関する行政施策の方法を検討することが可能となる。また、自

己点検自己評価を促すツールを作成することで、基本指針の遵守が促進され、外部検証を

受ける機関が増加することが期待される。本分担研究では、平成 28 年度厚生労働科学特

別研究の成果として、各機関での自己点検内容にばらつきがないように作成した自己点

検シートの各項目を再度見直し、国際動向に配慮した項目の追加を行った。また、自己点

検、自己評価にかかる一連作業の円滑な運用の観点から、自己点検・評価の容易性と効率

性、そして操作性を高めた自己点検・評価シートを作成した。 

 

Ａ.研究目的  

厚生労働省は、「厚生労働省の所管する実

施機関における動物実験等の実施に関する

基本指針」（以下、厚労省基本指針という。）

に基づき、厚生労働省の所管する動物実験

実施機関において、動物愛護の観点に配慮

しつつ、科学的観点に基づく適正な動物実

験等が実施されるように周知徹底を図って

いる。平成 28 年度の厚生労働科学特別研究

においては、基本指針の遵守状況を把握す

るための、大規模調査を実施し、基本指針を

適正に理解し行動できるように外部検証や

情報公開の具体的な手法について報告書に

まとめると共に、以後、厚生労働省の所管す

る研究機関等における対応状況等について

は、厚生労働省が毎年調査を行いホームペ

ージで公表している。 

我が国では、厚生労働省、文部科学省、農

林水産省より、各所管機関あるいは各所管

事業の実施機関に対して動物実験基本指針

が示され、科学的な観点に加え動物愛護の

観点からも適正な動物実験の実施が求めら

れている。いずれの基本指針においても、定

期的に基本指針への適合性について、自ら

点検及び評価を行うと共に、当該点検及び

評価結果について、当該研究機関等以外の

者による外部検証を実施することに努める

ことが明記されている。つまり、各機関が実

施している機関管理により、動物実験が適

正に管理されていることを、社会に対して

説明するためには、自己点検自己評価はも

とより、より客観性や公平性が確保された

外部検証を受けることが望ましい。厚生労

働省関係研究機関動物実験施設協議会（以

下、厚労動協）のホームページでは、平成 28

年度厚生労働科学特別研究の成果である自
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己点検自己評価表を対象となる機関に対し

てワープロソフト（Microsoft Word）で提

供している。アンケート問答形式のシンプ

ルな構成で、直接記入する形式となってい

るが、さらなる普及拡大に向けては、簡易的

な作業による自己点検表の作成が必要であ

る。本分担研究では、各機関の自己点検自己

評価を促し、その実施率向上に効果的なツ

ールについて検討し開発することを目的と

する。 

 

Ｂ.研究方法 

自己点検自己評価の項目は、平成 28 年度

厚生労働科学特別研究の成果である自己点

検自己評価表をベースにし、外部認証を受

けやすいよう、公益財団法人ヒューマンサ

イエンス振興財団の動物実験の外部評価・

検証事業で使用されている自己点検自己評

価表に平仄を揃え、項目の順番等入れ替え

を行った。さらに、ILAR Guide, 8th edition 等

を参考にし、国際動向に配慮した項目の追

加を行った。 

 自己点検・評価ツールの開発では、使う側

サイドの観点から確実性及び容易さに考慮

し、Windows 用表計算ソフトのデファクト

スタンダードとして普及した Excel を基盤

とすることを前提とした。仕様・イメージ

は、共同開発の請負先であるウェブマンボ

ウとコミュニケーションツールChatworkを

介して綿密な打ち合わせを行い、①直接入

力からフォーム入力への移行、②ホームペ

ージ等での利用、ペーパーレスを考慮した

PDF ファイルの自動作成、③第三者による

外部検証の容易性に着眼し、基本的な機能

を具備した。 

 

Ｃ.研究結果 

１．自己点検自己評価の項目 

環境省が定めた「実験動物の飼養及び保

管並びに苦痛の軽減に関する基準」の改正

に伴い、平成 27 年 2 月に厚労省基本指針も

改正され、「実施機関の長は、定期的に、実

施機関における動物実験等の本指針及び機

関内規程への適合性について、自ら点検及

び評価を行うとともに、当該点検及び評価

の結果について、当該研究機関等以外の者

による検証を実施することに努めるものと

する。」 （下線部が追加部分）という、文部

科学省および農林水産省が定める動物実験

等に関する基本指針と同様に、外部検証に

関する部分が追加された。自己点検自己評

価を継続的に行う目的は、各機関の機関管

理を向上させ、将来的にはより客観的で透

明性が確保された他の外部検証（認証）を利

用し、より適切に動物実験が実施される体

制を整えることである。そのため、厚労省基

本指針への適合性を認証する唯一の機構で

ある公益財団法人ヒューマンサイエンス振

興財団で公開している自己点検自己評価表

と同様の順番に各項目を並べ替えた。さら

に、各機関での自己点検内容にばらつきが

でないように、下記の項目を追加した（資料

C-1）。 

追加した項目： 

2．機関内規程に含まれる項目、2（2）動物

実験に関連する、細則、内規の有無、6（3）

動物実験計画書に含まれる項目、6（5）動物

実験委員会の議事録を作成し、適切に保管

しているか、7（3）麻薬・向精神薬の使用に

ついて、行政への必要な手続きを行ってい

るか、8 (1) 実施機関の長は、機関内の（動

物の）飼養保管施設をすべて把握している
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か、8 (2)すべての（動物の）飼養保管施設に

実験動物管理者が置かれているか、8 （17）

実験動物管理者は、施設の日常的な管理及

び保守点検、並びに実験動物の数及び状態

を確認しているか、8 （21）実験動物の飼養

保管の飼養保管手順書（SOP）やマニュアル

を定めているか、9（2）教育訓練に含まれる

項目、9（3）教育訓練の実施記録は保存され

ているか、9 （4）実施機関の長は、実験動

物に関する知識と経験を有する者を実験動

物管理者に充て、必要な教育訓練の機会を

確保しているか、11 (2) 情報公開を行って

いる項目を選択。 

 また、国際動向に配慮した下記の 2 項目

を追加した。 

8（9）飼育スペース（ケージサイズ）の推奨

値を設定しているか、8 (10）環境エンリッ

チメントを実施しているか 

各項目には、根拠となるガイドラインを

明記した。 

 

2．自己点検・評価シートの作成 

厚労動協で提供している自己点検自己評

価表は、アンケート問答形式のシンプルな

構成であるが、校閲・成形といった部分にお

いて改善の余地があり、さらなる普及拡大

に向けては、簡易的な作業による自己点検

表の作成が必要である。改善のポイントと

しては、従来の自己点検項目の直接記入形

式からフォーム入力形式に変更し、入力の

効率アップを図るほか、自己点検評価報告

書の PDF 化を図りペーパーレスにも貢献す

る。メニュー構造はわかりやすく、各カテゴ

リー間を自由に往来できるようにした。 

 

また、汎用性を考え Excel の表計算機能と

VBA を活用したシンプルな構造で開発し、

Excel for Windows 2010、2013、2016、2019、

office365（デスクトップ版）および Excel for 

Mac 2016, 2019 で動作することを確認した。

さらに、実施率を高めるために、起動方法お

よび操作方法を詳細に記載した操作マニュ

アルを作成した（資料 C-2）。 

 

Ｄ．考察 

厚労省基本指針の前文には、「動物実験等

により得られる成果は、人及び動物の健康

の保持増進等に多大な貢献をもたらしてき

た」とある一方で、「動物実験等は、動物の

生命又は身体の犠牲を強いる手段であり、

動物実験等を実施する者はこのことを念頭

におき、適正な動物実験等の実施に努める

必要がある」と明記されている。平成24年の

「動物の愛護及び管理に関する法律」改正

の衆参両院付帯決議には、「関係府省による

実態把握の取り組みを踏まえつつ、（中略）、

3Rの実効性の強化等により、実験動物の福

祉の現実に努めること」とあり、国民に広く

理解してもらうためには、厚生労働省が所

管する機関の動物実験実施に関する実態把

握と、透明性確保のための情報公開および

外部検証の確実な実施が急務である。その

ためには、まず動物実験実施機関において、

厚労省基本指針に基づく体制整備を行い、

さらには厚労省基本指針に基づく自己点検

自己評価を実施することで、各機関におけ

る遵守意識を高め、外部検証を受ける準備
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を整える必要がある。 

平成28年に実施したアンケート調査にお

いて、動物実験施設を有している法人およ

び自治体の各機関における自己点検自己評

価の実施率は、それぞれ69.2 %および43.3 %

であった。今回の調査において、それぞれ

81.5 %および59.1 %（厚労省関係施設は

100 %）と、実施率は増加したものの、自己

点検及び評価は、本来すべての動物実験実

施機関の長により定期的に行われるべきも

のである。 

自己点検シートは国立大学動物実験施設

協議会などの関係団体より文書として雛形

が示されている他、厚労動協でも自己点検

評価表として示している。しかし、その記入

にはかなりの労力を必要とする。また、第三

者による外部検証の際にはその第三者評価

機関専用の自己点検シートを準備しなくて

はならなく事務作業は膨大である。本研究

の自己点検用ツールの開発目的は自己点検

シートへの入力手間を軽減し、第三者によ

る外部検証の基本資料として活用できるツ

ールの開発である。 

自己点検シートツールはエクセルファイ

ルで構成されておりその環境を整えていれ

ばハードウェアに左右されなく容易に作業

を開始できる。トップ画面は目次で構成さ

れており各項目への移動がスムーズである。

特にその項目の中には飼育スペースの推奨

値や環境エンリッチメントの項目を追加し

たことで、国際基準への橋渡しができる。入

力形式はフォーム入形式であるため、入力

作業の効率アップが十分図られている。具

体的には選択式項目への入力は従来のワー

ドファイルと比べラジオボタンになってい

るために容易に選択が可能である。記述式

の入力では長い文章の記入には多少の慣れ

が必要だが特に問題は見当たらない。この

ツールはまとめの段階で簡単に PDF 化で

き、また次回の自己点検検証にも十分参考

に出来るようになっている。さらにこの自

己点検シートツールは第三者による外部検

証の準備資料にも利用できる機能を備えて

いる。外部検証用ツール（仮名）は自己点検

シートツールで作成されたファイルを読み

込むことによって外部評価者による検証事

項をさらに追加記入できる仕様になってい

る。この事は自己点検から第三者による外

部検証へと続く事務作業が大幅に軽減でき、

第三者による外部検証の実施率の上昇が期

待できるかもしれない。厚労動協の外部検

証事業では 2021 年 3 月まで 6 件の検証を

行ったが、今後はこのツールを利用して外

部検証事業を運用して行きたいと考える。

さらに公益財団法人ヒューマンサイエンス

振興財団の項目に沿って項目が編成されて

おり、外部認証に活用して貰えるかが今後

の課題となる。 

 

Ｅ.結論 

 厚労省基本指針において、動物実験を行

う機関は定期的に自己点検及び評価を行わ

なければならない。本研究において、項目を

見直し、外部認証を受けやすい自己点検自

己評価表を新たに作成した。さらに、Excel

の表計算機能と VBA を活用することで、各

項目の直接記入形式からフォーム入力形式

に変更し、入力作業の効率アップを図った

ツールを開発した。このことにより、各機関

における自己点検及び自己評価実施率が増

加することが期待される。一方、貝毒の検査

等、食品衛生法や厚生労働省の通知などで
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定められた検査のみを行っている検査機関

においては、本研究で作成した項目に合致

しない点も多い。引き続き検査機関等にヒ

アリングを行い、検査機関向けの自己点検

自己評価表を作成する必要がある。 

 

Ｆ.健康危険情報 
  該当なし 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
 該当なし 
 2.  学会発表 
 該当なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 該当なし 
 2. 実用新案登録 
 該当なし 
 3.その他 
 該当なし 
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断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
２
）

動
物
実
験
等
に
関
連
す
る、
細
則
、内
規
の
有
無

有
り

無
し

有
り
の
場
合
は
そ
の
一
覧
を
記
載

（
２
）
動

物
実
験
等
に
関
連
す
る
、
細
則
、
内
規
の
有
無

有
り

の
場
合
は
そ
の
一
覧
を
記
載

2 2 2
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 機
関

内
規

程

（
１
）

「動
物
実
験
等
の
施
設
等
の
整
備
及
び
管
理
の
⽅
法
」お
よび
「動
物
実
験
等
の
具
体
的
な
実
施
⽅
法
」を

定
め
た
機
関
内
規
程
が
策
定
され
て
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
2.
2）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

機
関
内
規
程
を策
定
す
る際
に
踏
まえ
た
法
令
お
よび
指
針
等
︓

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律

実
験
動
物
の
飼
養
及
び
保
管
並
び
に
苦
痛
の
軽
減
に
関
す
る
基
準
　
　
　

厚
労
省
の
所
管
す
る
実
施
機
関
に
お
け
る
動
物
実
験
等
の
実
施
に
関
す
る
基
本
指
針

動
物
実
験
の
適
正
な
実
施
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
日
本
学
術
会
議
）

そ
の
他

機
関
内
規
程
を

策
定
す
る
際
に
踏
ま
え
た
法
令
お
よ
び
指
針
等
：

そ
の
他 機
関
内
規
程
に
含
まれ
る項
⽬
︓

①
 
総
則
に
関
す
る
項
目

趣
旨
お
よ
び
基
本
原
則
、
あ
る
い
は
目
的

用
語
の
定
義
　

適
用
範
囲

②
 
実
施
機
関
の
長
の
責
務
に
関
す
る
項
目

機
関
内
規
程
の
策
定

動
物
実
験
委
員
会
の
設
置

動
物
実
験
計
画
書
の
承
認

動
物
実
験
計
画
の
実
施
結
果
の
把
握

教
育
訓
練
の
実
施

自
己
点
検
及
び
評
価

外
部
の
者
に
よ
る
検
証

動
物
実
験
等
に
関
す
る
情
報
公
開
 

③
 
動
物
実
験
委
員
会
の
役
割
に
関
す
る
項
目

動
物
実
験
計
画
の
審
査
 

動
物
実
験
計
画
の
実
施
結
果
に
関
す
る
助
言

④
 
動
物
実
験
委
員
会
の
構
成
に
関
す
る
項
目

動
物
実
験
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
（
動
物
実
験
の
専
門
家
）

実
験
動
物
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
（
実
験
動
物
の
専
門
家
）

そ
の
他
学
識
経
験
を
有
す
る
者
（
上
記
専
門
家
以
外
の
学
識
経
験
者
）
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 動
物

実
験

等
の

実
施

1
2
2

6

（
１
）

動
物
実
験
計
画
は
、代
替
法
に
つ
い
て
記
載
す
る様
式
に
な
って
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
5.
1）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

(
1
)
動
物
実

験
計
画
は
、
代
替
法
に
つ
い
て
記
載
す
る
様
式
に
な
っ
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

(
1
)
動
物
実

験
計
画
は
、
代
替
法
に
つ
い
て
記
載
す
る
様
式
に
な
っ
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
２
）

動
物
実
験
計
画
は
、使
⽤
す
る動
物
種
、系
統
、数
、遺
伝
学
的
・微
⽣
物
学
的
統
御
レベ
ル
を

記
載
す
る様
式
に
な
って
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
5.
1）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
2
）
動
物

実
験
計
画
は
、
使
用
す
る
動
物
種
、
系
統
、
数
、
遺
伝
学
的
・
微
生
物
学
的
統
御
レ
ベ
ル
を
記
載
す
る
様
式
に
な
っ
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
2
）
動
物

実
験
計
画
は
、
使
用
す
る
動
物
種
、
系
統
、
数
、
遺
伝
学
的
・
微
生
物
学
的
統
御
レ
ベ
ル
を
記
載
す
る
様
式
に
な
っ
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
３
）

動
物
実
験
計
画
は
、苦
痛
の
評
価
（
カテ
ゴリ
ー
等
）
、苦
痛
の
軽
減
・排
除
法
及
び
動
物
の
処
分
⽅
法
を

記
載
で
きる
様
式
に
な
って
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
5.
1）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
3
）
動
物

実
験
計
画
は
、
苦
痛
の
評
価
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
等
）
、
苦
痛
の
軽
減
・
排
除
法
及
び
動
物
の
処
分
方
法
を
記
載
で
き
る
様
式
に
な
っ
て
い
る
か
？
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
5
.
1
）

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
3
）
動
物

実
験
計
画
は
、
苦
痛
の
評
価
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
等
）
、
苦
痛
の
軽
減
・
排
除
法
及
び
動
物
の
処
分
方
法
を
記
載
で
き
る
様
式
に
な
っ
て
い
る
か
？
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
5
.
1
）

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

2 2 2 2 2 2
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 実
験

計
画

1
2
2

6

（
１
）

全
て
の
動
物
実
験
計
画
書
は
動
物
実
験
責
任
者
に
より
策
定
され
て
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
3.
1）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

(
1
)
動
物
実
験
計
画
書
は
動
物
実
験
責
任
者
に
よ
り
策
定
さ
れ
て
い

る
か
？

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

(
1
)
動
物
実
験
計
画
書
は
動
物
実
験
責
任
者
に
よ
り
策
定
さ
れ
て
い

る
か
？

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

（
２
）

全
て
の
動
物
実
験
計
画
書
は
動
物
実
験
責
任
者
に
より
機
関
の
⻑
に
申
請
され
て
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
2.
4）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

(
2
)
動
物
実
験
計
画
書
は
動
物
実
験
責
任
者
に
よ
り
機
関
の
長
に
申
請
さ
れ
て
い
る
か
？

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

(
2
)
動
物
実
験
計
画
書
は
動
物
実
験
責
任
者
に
よ
り
機
関
の
長
に
申
請
さ
れ
て
い
る
か
？

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

（
３
）

全
て
の
動
物
実
験
計
画
書
は
機
関
の
⻑
に
より
承
認
⼜
は
却
下
され
て
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
2.
4お
よび
3.
1）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

(
3
)
動
物
実
験
計
画
書
は
機
関
の
長
に
よ
り
承
認
又
は
却
下
さ
れ
て

い
る
か
？

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

(
3
)
動
物
実
験
計
画
書
は
機
関
の
長
に
よ
り
承
認
又
は
却
下
さ
れ
て

い
る
か
？

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

2 2 2 2 2 2

－ 54 －



7
 
/
 
2
6
 

　５
．

 実
験

実
施

結
果

1
2
2

6

（
１
）

全
て
の
動
物
実
験
計
画
の
実
施
結
果
が
、実
施
機
関
の
⻑
に
報
告
され
て
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
3.
2）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
1
）
全
て

の
動
物
実
験
計
画
の
実
施
結
果
が
、
実
施
機
関
の
長
に
報
告
さ
れ
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
1
）
全
て

の
動
物
実
験
計
画
の
実
施
結
果
が
、
実
施
機
関
の
長
に
報
告
さ
れ
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
２
）

実
施
機
関
の
⻑
は
動
物
実
験
責
任
者
か
らの
報
告
を受
け
、必
要
に
応
じて
適
正
な
動
物
実
験
等
の
実
施
の

た
め
の
改
善
措
置
を講
じて
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
2.
5）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
2
）
実
施

機
関
の
長
は
動
物
実
験
責
任
者
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
適
正
な
動
物
実
験
等
の
実
施
の
た
め
の
改
善
措
置
を
講
じ
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
2
）
実
施

機
関
の
長
は
動
物
実
験
責
任
者
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
適
正
な
動
物
実
験
等
の
実
施
の
た
め
の
改
善
措
置
を
講
じ
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

2 2 2 2
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2
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（
４
）

動
物
に
実
験
処
置
を加
え
、も
しく
は
⽣
理
機
能
等
を測
定
す
るた
め
の
実
験
室
が
、

以
下
の
事
項
に
配
慮
して
管
理
され
て
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
5.
1）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

配
慮
し
て
い
る
事
項
：

清
潔
な
衛
生
状
態
を
保
つ
と
と
も
に
、
整
理
整
頓
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

そ
の
使
用
目
的
・
内
容
等
に
合
致
し
た
構
造
、
設
備
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

飼
育
室
内
に
お
い
て
実
験
的
処
置
等
を
行
う
場
合

は
、
飼
育
中
の
他
の
動
物
へ
の
影
響
を

で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
こ
と
。

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
4
）
動
物
に
実

験
処
置
を
加
え
、
も
し
く
は
生
理
機
能
等
を
測
定
す
る
た
め
の
実
験
室
が
、
以
下
の
事
項
に
配
慮
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
か
？
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
5
.
1
）

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
4
）
動
物
に
実

験
処
置
を
加
え
、
も
し
く
は
生
理
機
能
等
を
測
定
す
る
た
め
の
実
験
室
が
、
以
下
の
事
項
に
配
慮
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
か
？
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
5
.
1
）

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

2 2
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使
用
予
定
匹
数
と
、
そ
の
根
拠

実
験
実
施
場
所

麻
酔
法
、
安
楽
死
法

代
替
法
の
検
討

苦
痛
度
分
類

苦
痛
軽
減
措
置

人
道
的
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト

動
物
死
体
の
処
理
法

物
理
的
、
化
学
的
ま
た
は
生
物
学
的
危
険
因
子
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
の
使
用

そ
の
他

（
3
）
動
物

実
験
計
画
書
に
含
ま
れ
る
項
目
：

そ
の

他

（
４
）

動
物
実
験
委
員
会
は
、基
本
指
針
及
び
機
関
内
規
程
等
に
適
合
して
い
るか
否
か
の
審
査
を⾏
って
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
4
.
1
）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
4
）
動
物
実
験
委
員
会
は
、
基
本
指
針
及
び
機
関
内
規
程
等
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
の
審
査
を
行
っ
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
4
）
動
物
実
験
委
員
会
は
、
基
本
指
針
及
び
機
関
内
規
程
等
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
の
審
査
を
行
っ
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
５
）

動
物
実
験
委
員
会
の
議
事
録
を作
成
し、
適
切
に
保
管
して
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
4.
1）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
5
）
動
物
実
験
委
員
会
の
議
事
録
を
作
成
し
、
適
切
に
保
管
し
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
5
）
動
物
実
験
委
員
会
の
議
事
録
を
作
成
し
、
適
切
に
保
管
し
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
６
）

動
物
実
験
委
員
会
は
、動
物
実
験
計
画
書
の
審
査
結
果
を、
実
施
機
関
の
⻑
に
報
告
して
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
4.
1）

2 2 2 2
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 動
物

実
験

委
員

会
1

2
2

6

（
１
）

動
物
実
験
委
員
会
が
実
施
機
関
の
⻑
に
より
設
置
され
て
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
2.
3）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
1
）
動
物
実
験

委
員
会
が
実
施
機
関
の
長
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い

る
か
？

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
1
）
動
物
実
験

委
員
会
が
実
施
機
関
の
長
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い

る
か
？

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

（
２
）

委
員
は
機
関
の
⻑
に
より
下
記
に
掲
げ
るも
の
か
ら任
命
され
て
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
4.
2）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

動
物
実
験
等
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者

実
験
動
物
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者

そ
の
他
学
識
経
験
を
有
す
る
者

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
2
）
委
員
は
機

関
の
長
に
よ
り
下
記
に
掲
げ
る
も
の
か
ら
任
命
さ

れ
て
い
る
か
？

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
2
）
委
員
は
機

関
の
長
に
よ
り
下
記
に
掲
げ
る
も
の
か
ら
任
命
さ

れ
て
い
る
か
？

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

（
３
）

動
物
実
験
計
画
書
に
含
まれ
る項
⽬
︓

研
究
の
目
的
と
意
義

実
験
方
法

実
験
期
間

使
用
動
物
種

使
用
動
物
の
遺
伝
的
・
微
生
物
学
的
品
質

2 2 2 2
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全
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（
１
）

安
全
管
理
に
留
意
す
べ
き動
物
実
験
に
つ
い
て
、以
下
の
実
施
体
制
が
定
め
られ
て
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
5.
2）

は
い

　
一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

該
当
す
る
実
験
が
行
わ
れ
て
い
な
い

定
め
ら
れ
て
い
る
項
目
：

病
原
体
の
感
染
実
験

有
害
化
学
物
質
の
投
与
実
験

放
射
性
物
質
の
投
与
実
験

遺
伝
子
組
換
え
動
物
を
用
い
る
実
験

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
1
）
安
全

管
理
に
留
意
す
べ
き
動
物
実
験
に
つ
い
て
、
以
下
の
実
施
体
制
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
1
）
安
全

管
理
に
留
意
す
べ
き
動
物
実
験
に
つ
い
て
、
以
下
の
実
施
体
制
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
２
）

上
記
実
験
を実
施
す
る場
合
に
、配
慮
して
い
る項
⽬

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
5.
2）

動
物
実
験
実
施
者
の
安
全
確
保
お
よ
び
健
康
保
持

施
設
周
辺
の
公
衆
衛
生
、
生
活
環
境
お
よ
び
生
態
系
の
保
全
上
の
支
障
の
防
止

飼
育
環
境
の
汚
染
に
よ
る
実
験
動
物
へ
の
傷
害
防
止

そ
の
他

（
2
）
上
記

実
験
を
実
施
す
る
場
合
に
、
配
慮
し
て
い
る
項
目
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
5
.
2
）

そ
の

他

（
３
）

⿇
薬
・向
精
神
薬
の
使
⽤
に
つ
い
て
、⾏
政
へ
の
必
要
な
⼿
続
きを
⾏
って
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
5.
2）

は
い

い
い
え

麻
薬
・
向
精
神
薬
は
使

用
し
て
い
な
い

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

2 2 2
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は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
6
）
動
物
実
験

委
員
会
は
、
動
物
実
験
計
画
書
の
審
査
結
果
を
、

実
施
機
関
の
長
に
報
告
し
て
い
る
か
？

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
6
）
動
物
実
験

委
員
会
は
、
動
物
実
験
計
画
書
の
審
査
結
果
を
、

実
施
機
関
の
長
に
報
告
し
て
い
る
か
？

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

（
７
）

動
物
実
験
委
員
会
は
、実
施
機
関
の
⻑
か
ら動
物
実
験
計
画
の
実
施
結
果
の
報
告
を受
け
、

必
要
な
助
⾔
を⾏
って
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
4.
1）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
7
）
動
物
実
験

委
員
会
は
、
実
施
機
関
の
長
か
ら
動
物
実
験
計
画
の
実
施
結
果
の
報
告
を
受
け
、
必
要
な
助
言
を
行
っ
て
い
る
か
？

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
7
）
動
物
実
験

委
員
会
は
、
実
施
機
関
の
長
か
ら
動
物
実
験
計
画
の
実
施
結
果
の
報
告
を
受
け
、
必
要
な
助
言
を
行
っ
て
い
る
か
？

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

2 2 2 2

－ 57 －



1
3
 
/
 
2
6
 

　８
．

 飼
養

保
管
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6

（
１
）

実
施
機
関
の
⻑
は
、機
関
内
の
（
動
物
の
）
飼
養
保
管
施
設
をす
べ
て
把
握
して
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
2．
1）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
1
）
実
施

機
関
の
長
は
、
機
関
内
の
（
動
物
の
）
飼
養
保
管
施
設
を
す
べ
て
把
握
し
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
1
）
実
施

機
関
の
長
は
、
機
関
内
の
（
動
物
の
）
飼
養
保
管
施
設
を
す
べ
て
把
握
し
て
い
る
か
？
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
2
．
1
）

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
２
）

す
べ
て
の
（
動
物
の
）
飼
養
保
管
施
設
に
実
験
動
物
管
理
者
が
置
か
れ
て
い
るか
︖

（
飼
養
保
管
基
準
第
3.
1（
3）
）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
2
）
す
べ

て
の
（
動
物
の
）
飼
養
保
管
施
設
に
実
験
動
物
管
理
者
が
置
か
れ
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
2
）
す
べ

て
の
（
動
物
の
）
飼
養
保
管
施
設
に
実
験
動
物
管
理
者
が
置
か
れ
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
３
）

実
験
動
物
種
毎
に
適
切
な
給
餌
・給
⽔
が
⾏
わ
れ
て
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
1(
1)
ア）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
3
）
実
験

動
物
種
毎
に
適
切
な
給
餌
・
給
水
が
行
わ
れ
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
3
）
実
験

動
物
種
毎
に
適
切
な
給
餌
・
給
水
が
行
わ
れ
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

2 2 2 2 2 2
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（
3
）
麻
薬
・
向
精
神
薬
の
使
用
に
つ
い
て
、
行
政
へ
の
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
か
？
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
5
.
2
）

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
3
）
麻
薬
・
向
精
神
薬
の
使
用
に
つ
い
て
、
行
政
へ
の
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
か
？
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
5
.
2
）

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

2
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は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

実
験
動
物
を
輸
送
す
る
際
に
、
配
慮
し
て
い
る
項
目
：

輸
送
時
間
を
な
る
べ
く
短
時
間
に
す
る
こ
と
。

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
給
餌
お
よ
び
給
水
を
行
う
と
と
も
に
、
換
気
等
に
よ
り
適
切
な
温
度
に
維
持
す
る
こ
と
。

実
験
動
物
の
健
康
お
よ
び
安
全
を
確
保
し
、
逸
走
防
止
に
必
要
な
規
模
、
構
造
等
を
選
定
す
る
こ
と
。

実
験
動
物
が
保
有
す
る
微
生
物
、
実
験
動
物
の
汚
物
等
に
よ
る
環
境
汚
染
の
防
止
。

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
7
）
実
験
動
物
の
輸
送
時
に
は
、
実
験
動
物
の
健
康
お
よ
び
安
全
確
保
並
び
に
実
験
動
物
に
よ
る
人
へ
の
危
害
等
の
発
生
防
止
に
努
め
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
7
）
実
験
動
物
の
輸
送
時
に
は
、
実
験
動
物
の
健
康
お
よ
び
安
全
確
保
並
び
に
実
験
動
物
に
よ
る
人
へ
の
危
害
等
の
発
生
防
止
に
努
め
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
８
）

実
験
動
物
が
⽇
常
的
な
⾏
動
を容
易
に
⾏
うこ
とが
で
きる
施
設
で
飼
養
保
管
され
て
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
1(
2)
ア）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
8
）
実
験
動
物
が
日
常
的
な
行
動
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
飼
養
保
管
さ
れ
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
8
）
実
験
動
物
が
日
常
的
な
行
動
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
飼
養
保
管
さ
れ
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
９
）

飼
育
スペ
ー
ス（
ケ
ー
ジ
サ
イズ
）
の
推
奨
値
を設
定
して
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
1(
2)
ア）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
9
）
飼
育
ス
ペ
ー
ス
（
ケ
ー
ジ
サ
イ
ズ
）
の
推
奨
値
を
設
定
し
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
9
）
飼
育
ス
ペ
ー
ス
（
ケ
ー
ジ
サ
イ
ズ
）
の
推
奨
値
を
設
定
し
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し
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（
４
）

実
験
動
物
の
傷
害
また
は
疾
病
の
予
防
に
必
要
な
健
康
管
理
、な
らび
に
必
要
に
応
じて

適
切
な
治
療
が
⾏
わ
れ
て
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
1(
1)
イ）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
4
）
実
験
動
物

の
傷
害
ま
た
は
疾
病
の
予
防
に
必
要
な
健
康
管
理
、
な
ら
び
に
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
か
？

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
4
）
実
験
動
物

の
傷
害
ま
た
は
疾
病
の
予
防
に
必
要
な
健
康
管
理
、
な
ら
び
に
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
か
？
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6
、
飼
養
保
管

基
準
第
3
.
1
(
1
)
イ
）

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

（
５
）

実
験
動
物
導
⼊
時
の
検
疫
・順
化
並
び
に
必
要
に
応
じて
隔
離
飼
育
等
を⾏
って
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
1(
1)
ウ）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
5
）
実
験
動
物
導
入
時
の
検
疫
・
順
化
並
び
に
必
要
に
応
じ
て
隔
離
飼
育
等
を
行
っ
て
い
る
か
？

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
5
）
実
験
動
物
導
入
時
の
検
疫
・
順
化
並
び
に
必
要
に
応
じ
て
隔
離
飼
育
等
を
行
っ
て
い
る
か
？

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

（
６
）

異
種
⼜
は
複
数
の
実
験
動
物
を同
⼀
飼
育
施
設
内
で
飼
養
保
管
す
る場
合
、そ
の
組
み
合
わ
せ
を

考
慮
して
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
1(
1)
エ）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
6
）
異
種
又
は
複
数
の
実
験
動
物
を
同
一
飼
育
施
設
内
で
飼
養
保

管
す
る
場
合
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
を
考
慮
し
て
い
る
か
？

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
6
）
異
種
又
は
複
数
の
実
験
動
物
を
同
一
飼
育
施
設
内
で
飼
養
保

管
す
る
場
合
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
を
考
慮
し
て
い
る
か
？

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

（
７
）

実
験
動
物
の
輸
送
時
に
は
、実
験
動
物
の
健
康
お
よび
安
全
確
保
並
び
に
実
験
動
物
に
よる
⼈
へ
の

危
害
等
の
発
⽣
防
⽌
に
努
め
て
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
6）

2 2 2 2 2 2
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1
7
 
/
 
2
6
 

（
１
１
）
適
切
な

温
度
、湿

度
、換

気
、明
るさ
を保
つ

こと
が
で
きる

構
造
の
施
設
で
飼
養
保
管
して
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
1(
2)

イ）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
1
1
）
適
切
な
温
度
、
湿
度
、
換
気
、
明
る
さ
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
構
造
の
施
設
で
飼
養
保
管
し
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
1
1
）
適
切
な
温
度
、
湿
度
、
換
気
、
明
る
さ
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
構
造
の
施
設
で
飼
養
保
管
し
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
１
２
）

清
掃
・消

毒
が

容
易
で
あ
る等
、衛
⽣

状
態
の

維
持
・管
理
が

容
易
で
あ
り、
実
験
動
物
が

傷
害
等
を受
け
るお

それ
が
な
い

構
造
の
施
設
で
飼
養
保
管
して
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
1(
2)

ウ）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
1
2
）
清
掃
・
消
毒
が
容
易
で
あ
る
等
、
衛
生
状
態
の
維
持
・
管
理
が
容
易
で
あ
り
、
実
験
動
物
が
傷
害
等
を
受
け
る
お
そ
れ
が
な
い
構
造
の
施
設
で
飼
養
保
管
し
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
1
2
）
清
掃
・
消
毒
が
容
易
で
あ
る
等
、
衛
生
状
態
の
維
持
・
管
理
が
容
易
で
あ
り
、
実
験
動
物
が
傷
害
等
を
受
け
る
お
そ
れ
が
な
い
構
造
の
施
設
で
飼
養
保
管
し
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
１
３
）
実
験
動
物
の

逃
亡

防
⽌
策
の
実
施
、お
よび
施
設

外
に

逸
⾛
した

とき
場
合
の

対
応
等
に
つ
い
て

定
め
て
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
3(
3)
）

 

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
1
3
）
実
験
動
物
の
逃
亡
防
止
策
の
実
施
、
お
よ
び
施
設
外
に
逸
走
し
た
と
き
場
合
の
対
応
等
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
1
3
）
実
験
動
物
の
逃
亡
防
止
策
の
実
施
、
お
よ
び
施
設
外
に
逸
走
し
た
と
き
場
合
の
対
応
等
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

2 2 2 2 2 2

1
6
 
/
 
2
6
 

（
１
０
）
環
境
エン
リッ
チ
メン
トを
実
施
して
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
1(
2)
イ）

は
い

い
い
え

実
施
し
て
い
る
動
物
種
：

霊
長
類
　
　
（
動
物
名
　
↓
）

実
施
し
て
い
る
動
物
種
：

霊
長
類

（
動
物
名
：
　
　
　
　
　
　
　
　
）

イ
ヌ

ネ
コ

う
さ
ぎ

ラ
ッ
ト

マ
ウ
ス

そ
の
他

実
施
し
て
い
る
動
物
種
：

そ
の
他 実

施
し
て
い
る
頻
度

常
時

時
々
　
（
頻
度
　
↓
）

（
1
0
）
環
境
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
か
？

実
施
し
て

い
る
頻
度

実
施

し
て
い
る
内
容
：

休
息
場
所
、
高
台

玩
具

隠
れ
家
・
巣
箱

営
巣
材

木
片
・
か
じ
り
棒

そ
の
他

実
施
し
て
い
る
内
容
：

そ
の
他 根

拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
1
0
）
環
境
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
か
？

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
1
0
）
環
境
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
か
？

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

2 2
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1
9
 
/
 
2
6
 

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
1
6
）
実
験
動
物
に
由
来
す
る
人
の
疾
病
の
予
防
の
た
め
の
健
康
管
理
を
行
っ
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
1
6
）
実
験
動
物
に
由
来
す
る
人
の
疾
病
の
予
防
の
た
め
の
健
康
管
理
を
行
っ
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
１
７
）
実
験
動
物
管
理
者
は
、施
設
の
⽇
常
的
な
管
理
及
び
保
守
点
検
、並
び
に
実
験
動
物
の
数
及
び

状
態
を確
認
して
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
3(
1)
エ）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
1
7
）
実
験
動
物
管
理
者
は
、
施
設
の
日
常
的
な
管
理
及
び
保
守
点
検
、
並
び
に
実
験
動
物
の
数
及
び
状
態
を
確
認
し
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
1
7
）
実
験
動
物
管
理
者
は
、
施
設
の
日
常
的
な
管
理
及
び
保
守
点
検
、
並
び
に
実
験
動
物
の
数
及
び
状
態
を
確
認
し
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
１
８
）
実
験
動
物
の
⼊
⼿
先
、飼
育
履
歴
病
歴
等
に
関
す
る記
録
台
帳
を整
備
し、
実
験
動
物
の
記
録
管
理
を

適
切
に
⾏
って
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
5）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
1
8
）
実
験
動
物
の
入
手
先
、
飼
育
履
歴
病
歴
等
に
関
す
る
記
録
台
帳
を
整
備
し
、
実
験
動
物
の
記
録
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
1
8
）
実
験
動
物
の
入
手
先
、
飼
育
履
歴
病
歴
等
に
関
す
る
記
録
台
帳
を
整
備
し
、
実
験
動
物
の
記
録
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
１
９
）
実
験
動
物
の
飼
養
保
管
施
設
は
、関
係
者
以
外
の
者
が
⽴
ち⼊
らな
い
よう
、施
設
の
セ
キ
ュリ
ティ
や

⼊
退
室
の
管
理
が
され
て
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
3（
1）
カ）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
1
9
）
実
験
動
物
の
飼
養
保
管
施
設
は
、
関
係
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
、
施
設
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
入
退
室
の
管
理
が
さ
れ
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

2 2 2 2 2 2 2
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（
１
４
）
実
験
動
物
の
汚
物
処
理
、微
⽣
物
等
に
よる
環
境
の
汚
染
、悪
臭
・害
⾍
の
発
⽣
お
よび
騒
⾳
防
⽌
に

配
慮
して
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
2）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
1
4
）
実
験
動
物
の
汚
物
処
理
、
微
生
物
等
に
よ
る
環
境
の
汚
染
、
悪
臭
・
害
虫
の
発
生
お
よ
び
騒
音
防
止
に
配
慮
し
て
い
る
か
？

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
1
4
）
実
験
動
物
の
汚
物
処
理
、
微
生
物
等
に
よ
る
環
境
の
汚
染
、
悪
臭
・
害
虫
の
発
生
お
よ
び
騒
音
防
止
に
配
慮
し
て
い
る
か
？

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

（
１
５
）
実
験
実
施
者
お
よび
飼
養
者
が
危
険
を伴
うこ
とな
く作
業
で
きる
施
設
の
構
造
お
よび
飼
養
また
は

保
管
の
⽅
法
を整
備
して
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
3(
1)
ウ）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
1
5
）
実
験
実
施
者
お
よ
び
飼
養
者
が
危
険
を
伴
う
こ
と
な
く
作
業

で
き
る
施
設
の
構
造
お
よ
び
飼
養
ま
た
は
保
管
の
方
法
を
整
備
し
て
い
る
か
？

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
1
5
）
実
験
実
施
者
お
よ
び
飼
養
者
が
危
険
を
伴
う
こ
と
な
く
作
業

で
き
る
施
設
の
構
造
お
よ
び
飼
養
ま
た
は
保
管
の
方
法
を
整
備
し
て
い
る
か
？

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

（
１
６
）
実
験
動
物
に
由
来
す
る⼈
の
疾
病
の
予
防
の
た
め
の
健
康
管
理
を⾏
って
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
3(
1)
イ）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

以
下
の
疾
病
や
事
故
が
飼
育
施
設
内
で
発
生
し
た
か
？

動
物
由
来
感
染
症
の
発
生

動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

注
射
針
の
針
刺
し

動
物
が
原
因
に
よ
る
外
傷
の
発
生
（
咬
傷
な
ど
）

転
倒
な
ど
の
怪
我

特
定
化
学
物
質
・
有
機
溶
剤
・
電
離
放
射
線
に
よ

る
障
害

そ
の
他

以
下
の
疾
病
や
事
故
が
飼
育
施
設
内
で
発
生
し
た
か
？

そ
の
他

2 2 2 2
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2
1
 
/
 
2
6
 

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
2
1
）
実
験
動
物
の
飼
養
保
管
の
飼
養
保
管
手
順
書
（
S
O
P
）
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定
め
て
い
る
か
？

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
2
1
）
実
験
動
物
の
飼
養
保
管
の
飼
養
保
管
手
順
書
（
S
O
P
）
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定
め
て
い
る
か
？

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

2 2

2
0
 
/
 
2
6
 

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
1
9
）
実
験
動
物
の
飼
養
保
管
施
設
は
、
関
係
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
、
施
設
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
入
退
室
の
管
理
が
さ
れ
て
い
る
か
？

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

（
２

０
）

地
震
、⽕

災
等
の

緊
急

時
の

対
応
を定
め
て
い
るか

? 
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
3（
4）
）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
2
0
）
地
震
、
火
災
等
の
緊
急
時
の
対
応
を
定
め
て
い
る
か
?
 

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
2
0
）
地
震
、
火
災
等
の
緊
急
時
の
対
応
を
定
め
て
い
る
か
?
 

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

（
２
１
）
実
験
動
物
の
飼
養
保
管
の
飼
養
保
管
⼿

順
書
（

SO
P）

や
マニ

ュア
ル
を定
め
て
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3お
よび
4）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

飼
養
保
管
手
順
書
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
含
ま
れ
る
項
目
：

動
物
の
搬
入
、
検
疫
、
隔
離
飼
育
等

飼
育
環
境
へ
の
順
化
又
は
順
応

飼
育
室
の
環
境
条
件
（
適
切
な
温
度
、
湿
度
、
換
気
、
明
る
さ
等
）

飼
育
管
理
の
方
法

健
康
管
理
の
方
法

動
物
の
繁
殖
に
関
す
る
取
り
決
め

逸
走
防
止
措
置
と
逸
走
時
の
対
応

廃
棄
物
処
理

環
境
の
汚
染
及
び
悪
臭
、
害
虫
の
発
生
等
の
防
止

騒
音
の
防
止

施
設
・
設
備
の
保
守
点
検

実
験
動
物
の
記
録
管
理
、
記
録
台
帳
の
整
備

緊
急
時
の
連
絡

輸
送
時
の
取
り
扱
い
方
法

施
設
等
の
廃
止
時
の
取
扱
い

2 2 2
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2
3
 
/
 
2
6
 

（
４
）

実
施
機
関
の
⻑
は
、実
験
動
物
に
関
す
る知

識
と経
験
を有
す
る者
を実
験
動
物
管
理
者
に

充
て
、

必
要
な

教
育

訓
練
の
機
会
を確
保
して
い
るか
︖

 （
飼
養
保
管
基
準
第
3.
1（
3）
）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
4
）
実
施
機
関
の
長
は
、
実
験
動
物
に
関
す
る
知
識
と
経
験
を
有
す
る
者
を
実
験
動
物
管
理
者
に
充
て
、
必
要
な
教
育
訓
練
の
機
会
を
確
保
し
て
い
る
か
？
 

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
4
）
実
施
機
関
の
長
は
、
実
験
動
物
に
関
す
る
知
識
と
経
験
を
有
す
る
者
を
実
験
動
物
管
理
者
に
充
て
、
必
要
な
教
育
訓
練
の
機
会
を
確
保
し
て
い
る
か
？
 

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

2 2

2
2
 
/
 
2
6
 

　９
．

 教
育

訓
練

1
2
2

6

（
１
）

実
施
機
関
の
⻑
は
、動
物
実
験
実
施
者

その
他
実
験
動
物
の
飼
養
⼜
は
保
管
等
に

携
わ
るも
の
に

対
す
る教

育
訓

練
を実
施
して
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
2.
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
4）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

（
２
）

教
育

訓
練
に
含
まれ
る項
⽬
︓

法
令
等
、
機
関
内
規
程
等

動
物
実
験
の
方
法
及
び
実
験
動
物
の
取
扱
に
関
す
る
事
項

苦
痛
分
類
お
よ
び
人
道
的
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト

苦
痛
の
軽
減
法
（
麻
酔
法
な
ど
）

実
験
動
物
の
飼
養
保
管
に
関
す
る
事

項

安
全
確
保
、
安
全
管
理
に
関
す
る
事

項

人
獣
共
通
感
染
症
に
関
す
る
事
項

施
設
等
の
利
用
に
関
す
る
事
項

そ
の
他

教
育
訓
練
に
含
ま
れ
る
項
目
：

そ
の
他
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
 

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
2
）
教
育
訓
練

に
含
ま
れ
る
項
目
：

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
2
）
教
育
訓
練

に
含
ま
れ
る
項
目
：

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

（
３
）

教
育

訓
練
の
実
施
記
録
は
保

存
され
て
い
るか

? 
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
2.
6、
飼
養
保
管
基
準
第
3.
4）

（
教

育
訓

練
の

⽇
時
、講

師
の
⽒
名
、受
講
者
数
、受
講
者
⽒
名
、教

材
等
）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
3
）
教
育
訓
練

の
実
施
記
録
は
保
存
さ
れ
て
い
る
か
?
 

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
3
）
教
育
訓
練

の
実
施
記
録
は
保
存
さ
れ
て
い
る
か
?
 

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

2 2 2 2
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2
5
 
/
 
2
6
 

　１
１

．
 情

報
公

開
1

2
2

6

（
１
）

基
本
指
針
へ
の
適
合
性
に
関
す
る⾃
⼰
点
検
・評
価
、あ
るい
は
動
物
実
験
等
に
関
す
る情
報
を、

適
切
な
⽅
法
に
より
公
開
して
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
2.
8）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

（
２
）

情
報
公
開
を⾏
って
い
る項
⽬
を選
択
︓

機
関
内
規
程

自
己
点
検
・
評
価
の
結
果

そ
の
他
（
公
開
し
て
い
る
項
目
を
記
載
）
 

（
２
）
情

報
公
開
を
行
っ
て
い
る
項
目
を
選
択
：

そ
の

他
（
公
開
し
て
い
る
項
目
を
記
載
）
 

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
場
合
は
U
R
L
）

（
2
）
情
報

公
開
を
行
っ
て
い
る
項
目
を
選
択
：

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
場
合
は
U
R
L
）

判
断
理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
2
）
情
報

公
開
を
行
っ
て
い
る
項
目
を
選
択
：

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

2 2

2
4
 
/
 
2
6
 

　１
０

．
 ⾃

⼰
点

検
1

2
2

6

実
施
機
関
の
⻑
は
、基
本
指
針
へ
の
適
合
性
お
よび
飼
養
保
管
基
準
へ
の
遵
守
状
況
に
つ
い
て
、

⾃
⼰
点
検
を⾏
って
い
るか
︖
（
厚
労
省
基
本
指
針
第
2.
7）

は
い

一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

実
施
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
頻
度

（
１
）
実
施
機

関
の
長
は
、
基
本
指
針
へ
の
適
合
性
お
よ
び
飼
養
保
管
基
準
へ
の
遵
守
状
況
に
つ
い
て
、
自
己
点
検
を
行
っ
て
い
る
か
？

実
施
し
て

い
る
場
合
は
そ
の
頻
度

根
拠

と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
１
）
実
施
機

関
の
長
は
、
基
本
指
針
へ
の
適
合
性
お
よ
び
飼
養
保
管
基
準
へ
の
遵
守
状
況
に
つ
い
て
、
自
己
点
検
を
行
っ
て
い
る
か
？

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
１
）
実
施
機

関
の
長
は
、
基
本
指
針
へ
の
適
合
性
お
よ
び
飼
養
保
管
基
準
へ
の
遵
守
状
況
に
つ
い
て
、
自
己
点
検
を
行
っ
て
い
る
か
？

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

2 2

－ 64 －



2
6
 
/
 
2
6
 

　１
２

．
 外

部
委

託
1

2
2

6

動
物
実
験
等
を別
の
機
関
に
委
託
す
る場
合
は
、委
託
先
の
厚
労
省
基
本
指
針
等
へ
の
遵
守
状
況
を確
認
して
い
るか
︖

（
厚
労
省
基
本
指
針
第
7.
3）

は
い

 
 
一
部
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

い
い
え

 
外
部
委
託
は
行
っ
て
い
な
い

根
拠
と
な
る
資
料
及
び
条
項
等

（
１
）
動
物
実

験
等
を
別
の
機
関
に
委
託
す
る
場
合
は
、
委
託
先
の
厚
労
省
基
本
指
針
等
へ
の
遵
守
状
況
を
確
認
し
て
い
る
か
？

根
拠
と
な

る
資
料
及
び
条
項
等

判
断

理
由
、
改
善
の
見
通
し

（
１
）
動
物
実

験
等
を
別
の
機
関
に
委
託
す
る
場
合
は
、
委
託
先
の
厚
労
省
基
本
指
針
等
へ
の
遵
守
状
況
を
確
認
し
て
い
る
か
？

判
断
理
由

、
改
善
の
見
通
し

2 2
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            *1
本
書
は
、

O
S：

W
in

do
w

sを
中
心
と
し
て
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

 
*2

 記
載
の

O
S:

W
in

do
w

sと
Ex

ce
lは
、
米
国

M
ic

ro
so

ft 
Co

rp
or

at
io

n
の
米
国
お
よ
び
そ
の
他
の
国

に
お
け
る
登
録
商
標
ま
た
は
商
標
で
す
。

 
 

 

      動
物
実
験
に
関
す
る
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書
作
成
ツ
ー
ル 

 
 

操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル 

           

令
和

3
年
２
月

 

厚
生
労
働
科
学
特
別
研
究
事
業

 

資
料
　
C
-
2
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2 

 （
２
）
 起
動
方
法

 
ブ
ッ
ク
名
：「

Se
lfC

he
ck

To
ol

.x
ls

m
」
を
開
き
ま
す
。

 
 
※
マ
ク
ロ
の
有
効
化
に
留
意
し
、
起
動
し
ま
す
。

 
 ス
タ
ー
ト
画
面
（
ナ
ビ
メ
ニ
ュ
ー
）

 

 

※
 

Ex
ce

lに
は
、
便
利
な
機
能
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
が
、
自
己
点
検
・
評
価
に
必
要
な
機
能
以
外
抑

制
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

 
※
 
詳
細
は
、
基
本
的
に
用
意
さ
れ
た
ボ
タ
ン
操
作
と
入
力
操
作
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

 
（
後
述
す
る
操
作
方
法
に
記
載
の
と
お
り
）

 
※
 

W
in

do
w

sと
M

ac
で
は
、
同
一
の
ブ
ッ
ク
を
利
用
し
ま
す
が
一
部
動
作
で
相
違
す
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。
（
本
資
料
、
ツ
ー
ル
は

W
in

do
w

sを
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
）

 
  

   

1 

Ⅰ
．
ス
ター

ト編
 

 １
．
本
ツー

ル
に
つ
い
て

 
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
実
施
機
関
に
お
け
る
動
物
実
験
等
の
実
施
に
関
す
る
基
本
指
針
、

 お
よ
び

日
本
学
術
会
議
が
策
定
し
た
動
物
実
験
の
適
正
な
実
施
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、

 動
物
実

験
等
を
適
正
に
行
う
た
め
に
本
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
自
己
点
検
・
評
価
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。

 
 ２
．
起
動
と終

了
 

（
１
）
 マ
クロ
の
有
効
化

 
本
ツ
ー
ル
は
、

M
ic

ro
so

ft 
Ex

ce
lを
基
盤
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語

VB
A（

Vi
su

al
 B

as
ic

 fo
r 

Ap
pl

ic
at

io
ns
）
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

 
起
動
時
に
、
次
の
マ
ク
ロ
の
有
効
化
が
必
要
で
す
。

 
  

W
in

do
w

s 

 
  

M
ac
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4 

 
  （
４
）
 そ
の
他
（
留
意
事
項
）

 
①
 
操
作
誤
り
、
シ
ー
ト
の
破
損
等
を
防
止
す
る
た
め
に
、

E
xc
e
l
本
来
の
機
能
を
抑
制
し
て
い

る
部
分
が
あ
り
ま
す
。（
終
了
処
理
は
そ
の
一
部
で
す
。
）
 

②
 
シ
ー
ト
上
で
の

En
t
e
r
キ
ー
操
作
は
、
入
力
可
能
な
セ
ル
を
対
象
に
移
動
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
 

③
 
E
x
c
el
で
の
複
数
行
入
力
や
折
り
返
し
入
力
を
容
易
に
す
る
た
め
の
入
力
機
能
が
あ
り
ま
す
。

（
基
本
操
作
で
説
明
）
 

④
 
見
出
し
部
と
明
細
部
（
点
検
部
）
の
画
面
を
分
割
し
て
い
る
た
め
、
タ
イ
ト
ル
部
分
の
み
表

示
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
縦
ス
ク
ロ
ー
ル
に
よ
り
先
頭
行
に
戻
し

て
か
ら
操
作
を
進
め
ま
す
。
 

⑤
 
本
ツ
ー
ル
は
、
利
用
者
の
自
己
責
任
に
お
い
て
利
用
す
る
も
の
と
し
、
ト
ラ
ブ
ル
等
に
関
し

て
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。
 

 

②
 
初
期
シ
ー
ト
の
状
態
で
終
了
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
後
自

動
保
存
と
な
り
ま
す
が
、

Ex
ce

l
が
終
了
す
る
ま
で
に
少
し
時
間
を
要
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
終
了
を
待
ち
ま
す
。

 

   

3 

（
３
）
 終
了
方
法

 
ナ
ビ
メ
ニ
ュ
ー
の
終
了
ボ
タ
ン
を
押
下
し
、
終
了
し
ま
す
。

 
 

 
 ※

 
上
図
は
、
ナ
ビ
メ
ニ
ュ
ー
の
タ
イ
ト
ル
バ
ー
で
す
。

 
※
 
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
ク
ロ
ー
ズ
ボ
タ
ン
（
×
）
で
の
終
了
操
作
は
で
き
ま
せ
ん
。

 
 

 
「
は
い
」
の
応
答
で
処
理
は
終
了
し
ま
す
。

 
 ※
 
終
了
と
同
時
に
デ
ー
タ
保
存
を
行
っ
て
い
る
関
係
で
、
終
了
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

 
  

M
AC
の
場
合
は
、

2
回
終
了
確
認
の
応
答
が
あ
り
ま
す
。

 

 
2
回
目
の
確
認
で
す
。

 

①
 
タ
イ
ト
ル
バ
ー
の
終
了
ボ
タ
ン
押
下
し
た

後
の
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
す
。「
は
い
」

を
押
下
し
ま
す
。
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（
２
）
 メ
ニ
ュー

機
能

 
ボ
タ
ン
名

 
操
作
内
容

 
終
了

 
ツ
ー
ル
の
終
了
操
作
で
す
。

 
※
ツ
ー
ル
の
終
了
は
、
こ
の
終
了
ボ
タ
ン
か
ら
行
い
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

シ
ー
ト
で
作
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
ナ
ビ
メ
ニ
ュ
ー
に
移
動

し
て
か
ら
終
了
ボ
タ
ン
を
押
下
し
、
処
理
を
終
了
し
ま
す
。
な
お
、

各
カ
テ
ゴ
リ
ー
シ
ー
ト
で
は
、
こ
の
ナ
ビ
メ
ニ
ュ
ー
を
「

TO
P」

と
表
現
し
ボ
タ
ン
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

 
PD

F
作
成

 
PD

F
を
作
成
し
ま
す
。

 
作
成
す
る
フ
ァ
イ
ル
名
は
「
西
暦
年
度

_S
el

fC
he

ck
.p

df
」
で
す
。

 
 ・

W
in

do
w

sの
場
合
は
、
本
ツ
ー
ル
と
同
一
の
場
所
（
フ
ォ
ル
ダ
内
）

に
自
動
作
成
し
ま
す
。

 
・

M
ac
の
場
合
は
、

PD
FF

ol
de

r内
（

Fi
nd

er
 >

 op
tio

n 
+ 
移
動

 
> 
ラ
イ
ブ
ラ
リ
）
に
自
動
作
成
し
ま
す
。

 
《
参
考
》

 
~/

U
se

rN
am

e/
Li

br
ar

y/
G

ro
up

 C
on

ta
in

er
s/

 
U

BF
8T

34
6G

9.
O

ffi
ce

/P
D

FF
ol

de
r 

機
関
・
組
織
情
報

 
自
己
点
検
・
評
価
実
施
先
の
情
報
を
入
力
し
ま
す
。

 
各
カ
テ
ゴ
リ
ー

 
1～

12
 

カ
テ
ゴ
リ
ー
毎
に
用
意
し
た
自
己
点
検
・
評
価
項
目
に
基
づ
き
、
入

力
を
行
い
ま
す
。

 
※
自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
で
は
、
予
め
用
意
さ
れ
た
点
検
項
目
の

チ
ェ
ッ
ク
と
記
述
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

 
 ３
．
入
力
操
作

 
（
１
）
 メ
ニ
ュー

選
択

 
ナ
ビ
メ
ニ
ュ
ー
の
目
的
と
す
る
ボ
タ
ン
を
押
下
し
、
当
該
処
理
に
移
動
し
ま
す
。

 
  
ナ
ビ
メ
ニ
ュ
ー
の
ボ
タ
ン

 
         

押
下

 

目
的
の
画
面
に
移
動

 

   

5 

Ⅱ
．
基
本
事
項
・操

作
 

 １
．
自
己
点
検
・評

価
項
目

 
１
２
種
類
の
テ
ー
マ
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
呼
び
ま
す
。）
で
構
成
し
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
毎
（
シ
ー
ト
別
）
の

構
成
と
な
り
ま
す
。

 
 

１
．
組
織
・
体
制
の
整
備
、
２
．
機
関
内
規
程
、
３
．
実
験
計
画
、
４
．
動
物
実
験
等
の
実
施

 
５
．
実
験
実
施
結
果
、
６
．
動
物
実
験
委
員
会
、
７
．
安
全
管
理
、
８
．
飼
養
保
管

 
９
．
教
育
訓
練
、
１
０
．
自
己
点
検
、
１
１
．
情
報
公
開
、
１
２
．
外
部
委
託

 
 ２
．
メニ
ュー

構
成
（
ナ
ビメ
ニュ
ー
）

 
（
１
）
 メ
ニ
ュー

画
面

 

 
こ
の
ナ
ビ
メ
ニ
ュ
ー
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
全
体
の
管
理
を
行
う
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
操
作
ボ
タ
ン
を

押
下
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
移
動
す
る
仕
組
と
な
り
ま
す
。

 
操
作
ボ
タ
ン
は
、
利
用
す
る
「
機
関
、
組
織
情
報
」
ボ
タ
ン
と
自
己
点
検
・
評
価
項
目
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
（

12
種
類
）
毎
の
ボ
タ
ン
、

PD
F
作
成
と
終
了
（
ツ
ー
ル
の
終
了
処
理
）
ボ
タ
ン
が
あ
り
ま
す
。
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 ・
「
未
」
の
場
合
 
（
規
定
値
と
な
り
ま
す
。
）

 
 
ナ
ビ
メ
ニ
ュ
ー
で
は
無
表
示
で
す
。

 
 ・
「
済
」
の
場
合

 
 
当
該
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
自
己
点
検
・
評
価
が
終
了
し
た
時
に
「
済
」
に
し
ま

す
。
ナ
ビ
メ
ニ
ュ
ー
に
は
「
済
」
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

 
   ・
外
と
し
た
場
合

 
 
見
出
し
に
「
該
当
無
し
」
が
表
示
さ
れ
、
ナ
ビ
メ
ニ
ュ
ー
に
は
「
該
当
無
」

と
表
示
さ
れ
ま
す
。

 
 

 

 
 

  
 

 ※
こ
の
操
作
は
、
進
捗
確
認
の
た
め
の
も
の
で
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 
移
動
ボ
タ
ン
で
す
。

 
箱
枠
の
文
字
は
、
移
動
先
を
意
味
し
、
数
値
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
番
号
、

TO
P

は
ナ
ビ
メ
ニ
ュ
ー
に
移
動
し
ま
す
。

 
 こ
の
例
で
の
照
会
画
面
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の
位
置
で
す
。

 
 

前
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
 
１
．
組
織
・
体
制
の
整
備
に
移
動
し
ま
す
。 

 
ナ
ビ
メ
ニ
ュ
ー
に
移
動
し
ま
す
。

 
 

次
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
 
３
．
実
験
計
画
に
移
動
し
ま
す
。

 
 

ラ
ジ
オ
ボ
タ
ン

 
 

ラ
ジ
オ
ボ
タ
ン
の
い
ず
れ
か
の
項
目
を
選
択
し
ま
す
。
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 （
２
）
 カ
テ
ゴ
リー
操
作

 
 

                    カ
テ
ゴ
リ
ー
「
２

.機
関
内
規
程
」
の
処
理
画
面
で
す
。

 
こ
こ
で
の
説
明
は
、
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
共
通
す
る
事
項
と
な
り
ま
す
。

 
 要
素

 
内
容

 
見
出
し

 
・
先
頭
行
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
タ
イ
ト
ル
、
青
色
反
転
の
部
分
は
、
移
動
ボ
タ

ン
等
共
通
操
作
の
ボ
タ
ン
で
す
。

 
・
左
上
端
の
セ
ル
（
矢
印
の
位
置
）
は
、
入
力
可
能
な
セ
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
ペ
ー
ジ
の
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
入
力

は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

（
未
）
ボ
タ
ン

 
 

 
こ
の
ボ
タ
ン
は
作
業
状
況
を
表
す
も
の
で
、「
未
」
か
ら
始
ま
り
「
済
」
→
「
外
」 

に
押
下
す
る
ご
と
に
変
化
し
ま
す
。

 
未
：
未
入
力
の
状
態
 
済
：
入
力
済
み

 
外
：
該
当
無
し
 
の
意
味
で
す
。

 
こ
の
状
況
は
、
ナ
ビ
メ
ニ
ュ
ー
に
反
映
し
ま
す
。
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（
３
）
 文
書
入
力
の
方
法

 
①

 
単
数
行
、
直
接
入
力

 

 

 
水
色
枠
内
に
収
ま
る
場
合
は
、
直
接
入
力
を
行
い
ま
す
。

 
但
し
、
単
数
行
の
入
力
の
場
合
も
次
に
記
載
の
②
複
数
行
、
入
力
ツ
ー
ル
を
利
用
し
、
入
力
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
 
②

 
複
数
行
入
力
（
入
力
ツ
ー
ル
）

 
〇
入
力
ツ
ー
ル
の
呼
び
出
し

 
水
色
枠
内
で
、
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
操
作
を
行
う
こ
と
で
入
力
ツ
ー
ル
に
移
動
し
ま
す
。

 
 

ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
操
作

 
   

 
 

 

自
己
点
検
項
目
タ
イ
ト
ル
を
表
示

 

入
力
エ
リ
ア
ゾ
ー
ン

 

   

9 

点
検
項
目
チ
ェ
ッ
ク

 
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

 

 

 
文
書
入
力

 
文
書
が
枠
内
に
収
ま
る
場
合
は
、
当
該
セ
ル
に
直
接
入
力
を
行
い
ま
す
。

 
複
数
行
入
力
は
、
入
力
機
能
を
利
用
し
ま
す
。

 
入
力
機
能
を
利
用
す
る
場
合
は
、
入
力
対
象
項
目
（
反
転
部
分
）
で
ダ
ブ
ル

ク
リ
ッ
ク
操
作
に
よ
り
、
機
能
呼
び
出
し
を
行
い
ま
す
。

 
入
力
ツ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
３
．
（

3）
文
書
入
力
の
方
法
に
記
載
す
る
内
容

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 水
色
反
転
部
分
の
セ
ル
は
、
文
書
の
入
力
で
す
。
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 ・
戻
る

 

 
 

 
元
の
入
力
位
置
に
戻
り
ま
す
。
（
入
力
し
た
内
容
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
）

 
 ・
エ
リ
ア
初
期
化

 

 
 

 
入
力
エ
リ
ア
ゾ
ー
ン
（
最
大
で

29
行
分
）
の
初
期
化
を
行
い
ま
す
。

 
 ・
説
明
デ
モ

 

 
 

 
こ
の
入
力
ツ
ー
ル
の
説
明
で
す
。
実
践
を
交
え
て
の
説
明
と
な
り
ま
す
。
操
作
を
行
う
前
に

参
照
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 
 ・
最
大
行

 

 
 

デ
フ
ォ
ル
ト
表
示
は

10
行
で
す
。
最
大
ボ
タ
ン
で

29
行
ま
で
入
力
行
が
広
が
り
ま
す
。

 
  
※
こ
の
ツ
ー
ル
は
、
機
関
・
組
織
情
報
の
入
力
に
つ
い
て
は
、
適
用
外
と
な
り
ま
す
。

 
   

 

   

11
 

〇
 入
力
、
内
容
転
記
ま
で
の
操
作
手
順

 
       《
操
作
概
要
》

 
こ
の
機
能
は
、
１
行
改
行
を
単
位
と
し
た
も
の
で
す
が
、
行
幅
を
超
え
て
入
力
し
た
場
合
は
、

転
記
時
に
自
動
で
折
り
返
し
表
示
を
行
い
ま
す
。
１
行
で
の
文
書
の
長
さ
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
幅
の
超
過
限
度
は
、

Ex
ce

lの
制
限
に
依
存
し
ま
す
。

 
Ex

ce
lの

1
セ
ル
の
高
さ
の
最
大
は

40
9
ド
ッ
ト
と
な
る
た
め
概
ね
設
定
し
た
行
を
重
ね
る
と

29
行
が
最
大
と
な
ま
す
。

 
「
最
大
行
」
ボ
タ
ン
を
押
下
す
る
と
、
そ
の
最
大
の

29
行
に
入
力
欄
が
広
が
り
ま
す
。

 
た
だ
し
、
１
行
の
文
字
数
を
制
限
し
て
い
な
い
関
係
か
ら
、
文
書
の
折
り
返
し
を
含
め
て
最
大

40
9
ド
ッ
ト
を
超
え
る
場
合
は
、
入
力
項
目
に
転
記
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

 
長
文
の
際
は
、
最
大
を
超
え
な
い
程
度
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
入
力
を
行
い
ま
す
。

 
 ※
こ
の
ツ
ー
ル
は
、
機
関
・
組
織
情
報
の
入
力
に
つ
い
て
は
、
適
用
外
と
な
り
ま
す
。

 
 

《
各
操
作
ボ
タ
ン
》

 
・
転
記
イ
メ
ー
ジ

 

 
 

本
文
へ
の
転
記
時
の
イ
メ
ー
ジ
が
転
記
イ
メ
ー
ジ
の
欄
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

 
本
文
に
転
記
す
る
前
に
必
ず
操
作
を
行
う
必
要
が
り
ま
す
。

 

 
 

・
転
記
＆
戻
る

 

 
 

本
文
に
転
記
し
、
当
該
ペ
ー
ジ
に
戻
り
ま
す
。

 
こ
の
際
、
こ
の
ボ
タ
ン
を
押
下
す
る
前
に
、「
転
記
イ
メ
ー
ジ
」
で
内
容
を
確
認
し
、
そ
の
次

に
こ
の
操
作
を
行
う
手
順
で
本
文
へ
の
転
記
を
進
め
ま
す
。
転
記
イ
メ
ー
ジ
を
確
認
し
な
い

で
、
こ
の
操
作
を
行
っ
た
場
合
は
本
文
に
空
白
が
転
記
さ
れ
る
の
で
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 

文
書
入
力

 

転
記
イ
メ
ー
ジ

 
転
記
＆
戻
る

 

ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク

 

操
作
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（
２
）
 作
成
場
所

 
ツ
ー
ル
の
保
存
場
所
と
同
一
の
フ
ォ
ル
ダ
内
に
「
年
度

_S
el

fC
he

ck
.p

df
」
を
作
成
し
ま
す
。

 
年
度
は
、
機
関
・
組
織
情
報
に
あ
る
事
業
年
度
を
参
照
し
ま
す
。

 
 

 
 
※
 

M
ac
の
場
合
は
、

PD
FF

ol
de

r内
（

Fi
nd

er
 >

 o
pt

io
n 

+ 
移
動

 >
 ラ
イ
ブ
ラ
リ
）
に
自
動
作

成
し
ま
す
。

 
 《
参
考
》

 
~/

U
se

rN
am

e/
Li

br
ar

y/
G

ro
up

 C
on

ta
in

er
s/

U
BF

8T
34

6G
9.

O
ffi

ce
/P

D
FF

ol
de

r 
  

以
上
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４
．

PD
F
作
成

 
（
１
）
 作
成
手
順

 
  
 

 
PD

F
作
成
ボ
タ
ン
を
押
下
し
ま
す
。
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